
国
際
連
合
大
学
高
等
研
究
所
研
究
員
望
月
要
子

国
家
の
枠
を
超
え
て

ＥＳＤの年

国際機関
＠ｙｏｋｏｈａｍａ

　
も
ち
づ
き
・
よ
う
こ
　
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
で
比
較
国
際
教
育
学
博
士
号

を
取
得
後
、
横
浜
に
拠
点
を
置
く
国

連
大
学
高
等
研
究
所
で

持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育

Ｅ
Ｓ
Ｄ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
る
。
現
在
、
同

研
究
所
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
。
慶

応
大
学
非
常
勤
講
師
。

　
先
月
、
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ

た
国
連
生
物
多
様
性
条
約
第

回

締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

は
、

国
際
社
会
が
生
物
種
保
全
に
重
点

的
に
取
り
組
む
期
間
と
し
て
、
２

０
１
１
年
か
ら

年
ま
で
を
国
連

生
物
多
様
性
の

年

と
位
置

付
け
る
よ
う
、
国
連
総
会
で
の
採

択
を
目
指
す
こ
と
で
合
意
し
た
。

実
現
す
れ
ば
、

年
か
ら
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関

ユ
ネ
ス
コ

を
先
導
機
関
と
し
て
始
ま
っ
て
い

る
国
連

持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育

Ｅ
Ｓ
Ｄ

の

年

と
と
も
に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

民
間
非
営
利
団
体

が
中

心
と
な
っ
て
国
際
社
会
に
向
け
て

提
言
し
た
取
り
組
み
と
な
り
、
両

国
連
の

年

を
連
動
し
て
推

進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

年

の
国
連
総

会
決
議
を
受
け
、
国
連
大
学
は

年
、
環
境
省
か
ら
の
拠
出
金
を
得

て
国
連
大
学
高
等
研
究
所
に
Ｅ
Ｓ

Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
た
。
Ｅ

Ｓ
Ｄ
は
、
狭
義
の
開
発

開
発
途

上
国
の
貧
困
削
減

の
た
め
の
教

育
で
は
な
く
、
基
礎
と
な
る
取
り

組
み
に
は
環
境
教
育
、開
発
教
育
、

人
権
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
産

地
消
運
動
な
ど
が
含
ま
れ
、
先
進

国
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
革
ま

で
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
先
進

国
に
暮
ら
す
わ
れ
わ
れ
の
豊
か
な

生
活
は
、
地
球
の
天
然
資
源
を
枯

渇
さ
せ
開
発
途
上
国
を
搾
取
す
る

持
続
不
可
能
な
生
産
と
消
費
の
パ

タ
ー
ン
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
よ
り
公
正
、
安
全

で
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
て
先

進
国
と
開
発
途
上
国
双
方
が

豊

か
さ

を
問
い
直
し
、
環
境
・
経

済
・
社
会
・
文
化
を
包
括
的
に
考

慮
し
た
持
続
可
能
な
未
来
の
構
築

に
参
画
す
る
力
を
は
ぐ
く
む
教
育

と
定
義
で
き
る
。

　
国
連
大
学
は
地
方
自
治
体
、
高

等
教
育
機
関
、
学
校
、
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
で
構

成
す
る
地
域
Ｅ
Ｓ
Ｄ
拠
点

Ｒ
Ｃ

Ｅ

設
立
を
推
進
し
、
横
浜
な
ど

国
内
６
拠
点
を
含
め
世
界

拠
点

を
Ｒ
Ｃ
Ｅ
と
し
て
認
定
し
て
い

る
。
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
と

と
も
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
実
践
に
お
い
て
重

要
な
の
は
、
公
教
育
を
ど
う
変
革

す
る
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

学
校
は
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

装
置
で
あ
る

と
フ
ラ
ン
ス
の
思

想
家
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
論
じ
た

が
、
義
務
化
・
無
償
化
さ
れ
た
学

校
教
育
は
、
国
民
意
識
の
醸
成
と

労
働
力

人
的
資
本

の
形
成
を

通
じ
て
国
家
の
政
治
経
済
的
要
請

を
満
た
す
、
近
代
国
民
国
家
に
不

可
欠
な
装
置
と
し
て
機
能
し
て
き

た
。
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
植
民

地
が
次
々
と
独
立
し
、
新
し
い
国

家
が
誕
生
す
る
に
つ
れ
学
校
教
育

は
拡
大
を
続
け
た
。
地
球
規
模
で

の
基
礎
教
育
の
拡
大
は
、
今
や
国

連
の

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

や

万
人
の
た
め
の
教
育

運
動

の
下
、
国
際
開
発
の
最
重
要
目
標

の
一
つ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
元
来
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
伝
統
知
識
や

文
化
的
多
様
性
を
重
視
し
、
学
校

教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大
そ
れ
自

体
が
開
発
の
万
能
薬
で
な
い
と
す

る
、
公
教
育
へ
の
懐
疑
的
視
点
を

内
包
し
て
い
る
。
し
か
し
超
国
家

的
な
視
座
に
基
づ
く
公
教
育
を
一

国
家
が
単
独
で
築
く
こ
と
は
難
し

い
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

年

の
よ
う

な
国
連
の
普
及
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
超
国
家
的
視
座
を
可
能
に

す
る
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
旗
印
の
下
に
展
開
す
る

活
動
に
正
当
性
を
付
与
し
、
各
国

に

持
続
不
可
能
な

持
続
的

経
済
発
展
の
た
め
の
教
育

を
進

め
る
絶
好
の
理
由
を
提
供
し
て
し

ま
う
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。
Ｅ

Ｓ
Ｄ
を
、
ユ
ネ
ス
コ
が
掲
げ
る
よ

う
に
社
会
変
革
を
も
た
ら
す
教
育

と
す
る
に
は
、

国
民
を
真
に
豊

か
に
す
る
た
め
の
公
教
育
は
ど
う

あ
る
べ
き
か

と
い
う
批
判
的
問

い
か
け
が
求
め
ら
れ
る
。

再起動できるの？
はざま隆治

電子書籍の自炊が人気

簡単に紙のデータを取り込
めることに興味を抱く方が多
い と担当者 ビックカメラ
池袋本店パソコン館

　

電
子
書
籍
元
年

と
呼
ば
れ
る
今
年
、

読
書
愛
好
家
ら
の
間
で

自
炊

が
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
自
宅
で
料
理
を

す
る
こ
と
で
は
な
い
。
本
や
雑
誌
の
背
表
紙

を
裁
断
し
、
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
ペ
ー
ジ
を
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
一
気
に
読
み
取
っ
て
電
子
書
籍

を
作
る
こ
と
を
指
す
。
自
分
で
デ
ー
タ
を
吸

い
出
す

自
吸
い

が
語
源
と
さ
れ
る
。
一

方
、
自
炊
代
行
ビ
ジ
ネ
ス
が
台
頭
し
、
著
作

権
法
上
の
問
題
も
浮
上
し
て
い
る
。

　
▽
最
初
は
た
め
ら
い

　

き
っ
か
け
は
物
理
的
な
ス
ペ
ー
ス
の
問

題
で
し
た

と
語
る
の
は
、
東
京
都
内
で
企

業
の
コ
ス
ト
削
減
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
し
て
い
る
坂
口
孝
則
さ
ん
。
年
間
５
０
０

冊
は
本
を
購
入
し
、
２
年
前
か
ら
自
炊
を
始

め
た
。
読
ん
だ
本
を
３
段
階
評
価
。
手
元
に

置
い
て
お
き
た
い
名
著
な
ど
Ａ
ラ
ン
ク
は
残

し
、
Ｂ
ラ
ン
ク
は
電
子
書
籍
化
。
そ
れ
以
外

の
Ｃ
ラ
ン
ク
は
古
書
店
に
売
却
し
て
い
る
。

　

最
初
は
本
の
裁
断
に
た
め
ら
い
は
あ
っ

た

と
振
り
返
る
が
、
現
在
は
寝
る
前
に
好

き
な
音
楽
と
お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
作
業
を

行
う
日
々
。
電
子
化
す
る
と

キ
ー
ワ
ー
ド

検
索
も
で
き
る
の
で
便
利
と
語
る
一
方
で
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
く
れ
る

よ
う
な
大
切
な
本
は
や
は
り
、
実
物
を
手
で

め
く
っ
て
読
み
た
い

と
も
。

　
▽
連
続
ス
キ
ャ
ン

　
調
査
会
社
マ
ク
ロ
ミ
ル
が
６
月
中
旬
、
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ

ア
イ
パ
ッ
ド

購
入
者
３
０
０
人

を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
自
炊
経
験
者

は
全
体
の
約
２
割
も
い
た
。
ブ
ー
ム
は
ス
キ

ャ
ナ
ー
の
販
売
台
数
に
も
表
れ
て
お
り
、
一

度
に
何
十
枚
も
の
連
続
ス
キ
ャ
ン
が
可
能
な

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ス
キ
ャ
ナ
ー
が
人
気
。
製
造

元
の

Ｐ
Ｆ
Ｕ

石
川
県

に
よ
る
と
、

人
気
シ
リ
ー
ズ
の
販
売
台
数
は
６
月
が
前
年

同
月
比
約
２
倍
、
７
月
も
約
２
・
５
倍
と
急

上
昇
し
た
。

　
家
電
量
販
大
手
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
の
池
袋
本

店
パ
ソ
コ
ン
館

東
京
都

で
は
ス
キ
ャ
ナ

ー
売
り
場
に
自
炊
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

売
り
場
の
担
当
者
は

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
け

で
な
く
若
い
人
た
ち
の
関
心
も
高
い
。
今
後

は
裁
断
機
も
含
め
て
自
炊
全
体
を
体
験
で
き

る
よ
う
に
し
た
い

と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
▽
著
作
権
法
の
問
題
も

　
ア
ス
キ
ー
総
合
研
究
所
の
遠
藤
諭
所
長

は
、
自
炊
ブ
ー
ム
に
つ
い
て

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の

発
売
以
降
、
メ
デ
ィ
ア
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

を
通
じ
て
電
子
書
籍
の
利
点
が
広
が
り
、
ブ

ー
ム
に
火
が
付
い
た
。
し
か
し
あ
る
意
味
、

日
本
で
電
子
書
籍
が
本
格
的
に
普
及
す
る
ま

で
の
過
渡
期
の
も
の
と
も
い
え
る

と
分
析

す
る
。

　
自
炊
の
代
行
業
者
も
各
地
に
登
場
。
１
冊

３
５
０

を
１
０
０
円
以
下
で
請
け
負
う
業

者
も
あ
り
、
予
約
が
相
次
い
で
い
る
。
だ
が

著
作
権
法
に
詳
し
い
福
井
健
策
弁
護
士
は

蔵
書
を
自
分
や
家
族
、
親
し
い
数
人
で
利

用
す
る
た
め
に
本
人
が
デ
ー
タ
化
す
る

私

的
複
製

は
許
さ
れ
る
と
思
う
が

私
的
複

製
は
代
行
が
許
さ
れ
な
い

と
い
う
法
律
上

の
解
釈
か
ら
す
る
と
現
在
の
自
炊
代
行
サ
ー

ビ
ス
は
違
法
だ
ろ
う

と
指
摘
。

　
そ
の
上
で
福
井
弁
護
士
は

出
版
社
が
需

要
に
い
か
に
応
え
る
か
が
鍵

と
述
べ
、
電

子
書
籍
コ
ン
テ
ン
ツ
の
点
数
増
加
が
問
題
解

決
に
つ
な
が
る
と
み
て
い
る
。

温室効果気体を観測南北両極域で実施

総
合
研
究
大
学
院
大
学
極
域
科
学
専
攻
准
教
授
森
本
真
司

　
も
り
も
と
・
し
ん
じ
　
１
９
９
５
年
東
北
大
学
大
学
院

理
学
研
究
科
地
球
物
理
学
専
攻
修
了
。
国
立
極
地
研
究
所

北
極
圏
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
、
同
研
究
教
育
系
助
教

を
経
て
同
准
教
授
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
極
域
科
学
専

攻
併
任
。

　
総
合
研
究
大
学
院
大
学
の

基
盤
機
関
の
一
つ
で
あ
る
国

立
極
地
研
究
所

東
京
都
立

川
市

は
、
大
学
・
研
究
機

関
の
研
究
者
と
共
同
で
南
北

両
極
域
に
お
け
る
地
球
物
理

学
・
生
物
学
分
野
の
研
究
観

測
を
実
施
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
現
在
筆
者
が
か
か
わ

っ
て
い
る
極
域
で
の
温
室
効

果
気
体
観
測
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

　
産
業
革
命
以
降
、
人
間
活

動
の
活
発
化
に
伴
っ
て
二
酸

化
炭
素

Ｃ

や
メ
タ
ン

Ｃ

な
ど
の
温
室
効
果

気
体
が
増
加
し
て
お
り
、
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
問

題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
地
球
表
層
で
の

温
室
効
果
気
体
の
分
布
と
変

動
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
循

環
を
理
解
し
た
上
で
将
来
の

濃
度
予
測
を
高
精
度
化
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
南
極
域
は
周
囲
に
温
室
効

果
気
体
の
放
出
源
・
吸
収
源

が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
た

め
、
地
球
大
気
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
状
態
の
変
化
を
監

視
す
る
の
に
最
も
適
し
た
場

所
で
あ
る
と
い
え
る
。一
方
、

北
極
域
は
周
囲
を
温
室
効
果

気
体
の
放
出
源
・
吸
収
源
で

あ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
北
米
大

陸
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
放
出

吸
収
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
の
影

響
を
強
く
受
け
る
場
所
で
あ

る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
南
極
・
昭
和

基
地
と
北
極
・
ス
バ
ー
ル
バ

ル
諸
島
ニ
ー
オ
ル
ス
ン
基
地

に
お
い
て
温
室
効
果
気
体
の

高
精
度
観
測
を
開
始
し
、
現

在
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

　
観
測
結
果
の
一
例
と
し
て

両
極
域
で
の
Ｃ

濃
度
の
変

動
を
示
す
。
両
極
域
の
Ｃ

濃
度
は
人
間
活
動
に
伴
う
Ｃ

放
出
に
よ
っ
て
上
昇
を
続

け
て
お
り
、
昭
和
基
地
で
は

１
９
８
４
年
の
観
測
開
始
以

来
、
実
に

％
以
上
も
増
加

し
た
こ
と
が
分
か
る
。ま
た
、

北
極
域
で
は
植
物
の
光
合
成

・
呼
吸
に
よ
る
明
瞭
な
季

り
ょ
う

め
い

節
変
化
が
見
ら
れ
る
の
に
対

し
、
周
辺
に
植
物
が
ほ
と
ん

ど
存
在
し
な
い
南
極
域
で
は

季
節
変
化
の
振
幅
が
非
常
に

小
さ
い
。
さ
ら
に
Ｃ

濃
度

の
増
加
率
に
も
年
々
大
き
な

変
動
が
あ
り
、
世
界
で
異
常

気
象
を
引
き
起
こ
す
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
が
発
生
す
る
と

Ｃ

濃
度
の
増
加
率
が
大
き

く
な
る
。

　
地
球
表
層
で
の
Ｃ

収
支

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
Ｃ

濃
度
観
測
に
加
え

て
大
気
中
の
酸
素

濃

度
観
測
が
有
効
で
あ
る
。
化

石
燃
料
の
燃
焼
は
大
気
中
の

Ｃ

濃
度
を
増
加
さ
せ
る
と

と
も
に

を
減
少
さ
せ
、
植

物
が
光
合
成
を
行
っ
て
Ｃ

を
吸
収
す
る
際
に
は

を
放

出
す
る
。
一
方
で
、
Ｃ

が

海
洋
に
吸
収
さ
れ
る
と
き
に

は
大
気
中
の

濃
度
は
変
化

し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
関
係

か
ら
、
大
気
中
の

濃
度
の

変
動
を
ｐ
ｐ
ｍ
ｖ

体
積
比

率
の
１
０
０
万
分
の
１

レ

ベ
ル
の
精
度
で
観
測
し
Ｃ

濃
度
デ
ー
タ
と
と
も
に
解
析

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球

表
層
で
の
Ｃ

収
支
に
関
す

る
情
報
が
得
ら
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
独
自
に
開

発
し
た

濃
度
連
続
観
測
装

置
を
用
い
て
２
０
０
８
年
か

ら
昭
和
基
地
で
の
高
精
度
観

測
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
観
測
か
ら
、
化
石
燃
料
の

燃
焼
に
伴
う

濃
度
の
経
年

減
少
傾
向
が
と
ら
え
ら
れ
、

地
球
表
層
で
の
Ｃ

収
支
に

関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
始
め

て
い
る
。

　
地
球
大
気
の
現
状
を
正
確

に
把
握
し
、
そ
の
変
動
原
因

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

長
期
に
わ
た
っ
て
地
道
な

地
味
な

観
測
を
維
持
し
、

高
精
度
デ
ー
タ
を
得
続
け
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

減
ら
な
い
農
作
業
中
事
故

目
立
つ
自
治
体
の
模
索

川上和久明治学院大学副学長

　
神
奈
川
県
は
、
県
内
に

三
つ
の
政
令
指
定
都
市
を

擁
す
る
全
国
で
も
希
有
の

け

う

県
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
県

と
政
令
指
定
都
市
、
政
令

指
定
都
市
と
周
辺
市
な

ど
、
国
と
の
か
か
わ
り
も

含
め
て
、
行
政
の
無
駄
を

排
し
つ
つ
、
効
率
的
で
県

民
生
活
に
有
益
な
連
携
を

模
索
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

　
本
紙
上
で
も
、
最
近
、

自
治
体
の
連
携
に
つ
い
て

の
記
事
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

月
９
日
付
２
面
、
宮

崎
功
一
記
者
の

横
浜
市

会
特
別
委
、
広
域
連
携
の

在
り
方
検
討
、
大
都
市
制

度
、
具
体
化
へ

で
は
、

横
浜
市
が
、
政
令
指
定
都

市
制
度
に
代
わ
る
大
都
市

制
度
の
具
体
化
に
向
け

て
、
横
浜
市
会
大
都
市
行

財
政
制
度
特
別
委
員
会
で

検
討
を
開
始
し
た
こ
と
を

報
じ
て
い
る
。

　
災
害
対
策
一
つ
と
っ
て

も
、
自
治
体
が
河
川
に
よ

っ
て
分
断
さ
れ
、
動
き
が

取
り
に
く
い
な
ど
問
題
は

山
積
し
て
い
る
。
本
年
度

中
に
検
討
結
果

中
間

が
ま
と
ま
る
予
定
と
い
う

こ
と
で
、
引
き
続
き
追
跡

取
材
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
横
浜
市
会
で
広
域
連
携

の
検
討
が
始
ま
っ
た
と
は

い
え
、
現
実
の
各
論
に
な

る
と
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が

あ
る
よ
う
だ
。

　

月

日
付
１
面
、
高

田
俊
吾
記
者
の

消
防
広

域
化
暗
礁
に
、
県
内
５
地

区
、
進
展
県
西
の
み
、
指

令
の
共
同
運
用
検
討

で

は
、
政
令
指
定
都
市
を
除

く
県
内
５
地
区
の
枠
組
み

で
進
め
ら
れ
て
い
る
消
防

広
域
化
計
画
が
暗
礁
に
乗

り
上
げ
て
い
る
実
態
が
記

事
に
な
っ
て
い
る
。

　
消
防
組
織
法
一
部
改
正

を
発
端
に
、
管
轄
人
口

万
人
程
度
を
目
標
に
消
防

本
部
の
規
模
を
拡
大
す
る

計
画
の
一
環
だ
が
、
初
期

投
資
の
財
政
負
担
や
、
広

域
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
い

だ
し
に
く
い
自
治
体
の

逡
巡
な
ど
が
影
響
し
、

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

消
防
広
域
化
が
進
む
め
ど

が
立
た
な
い
と
い
う
。

　

月

日
付
１
面
、
佐

々
木
航
哉
記
者
の

川
崎

市
、
県
域
か
ら
独
立
、
地

方
分
権
推
進
方
針
、
特
別

市
創
設
を
提
言

で
は
、

川
崎
市
が
政
令
指
定
都
市

制
度
に
代
わ
る
新
た
な
大

都
市
制
度
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
で
あ
る

地
方
分
権
の
推
進
に
関

す
る
方
針

を
発
表
し
、

県
に
包
括
さ
れ
な
い
県
域

か
ら
独
立
し
た
地
方
自
治

体

新
た
な
特
別
市

の

創
設
を
提
言
し
た
と
報
じ

た
。

　
同
日
付
２
面
で
松
沢
知

事
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
政
令
指
定
都
市
と
都

道
府
県
と
の
二
重
行
政
の

解
消
は
、
国
の
権
限
が
今

後
も
大
き
い
と
仮
定
し
た

場
合
、
あ
る
程
度
優
先
さ

れ
る
べ
き
課
題
に
は
な
る

だ
ろ
う
。

　
同
じ
面
で
、
大
都
市
制

度
に
つ
い
て
、
横
浜
市
が

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
製
し

た
こ
と
も
報
じ
て
い
る

が
、
道
州
制

大
都
市

制
度

広
域
連
携

な

ど
、
住
民
に
と
っ
て
分
か

り
に
く
い
動
き
を
、
新
聞

で
も
分
か
り
や
す
く
伝

え
、
方
向
性
を
示
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

か
わ
か
み
・
か
ず
ひ

さ
　
政
治
心
理
学
・
戦
略

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

論
。
東
京
都
在
住

　農作業中の死亡事故が
年間 件前後で推移し
一向に減少する気配を見
せない 農家の高齢化が
進み トラクターなど農
業機械の操作を誤って転
倒したり 熱中症などで
倒れるケースが後を絶た
ないからだ 今後さらに
増加する恐れもあり 農
林水産省も死亡事故対策
に乗り出した
　 年以降の 年間で
最も少なかった 年で
も 件が発生 年齢階
層別では 歳以上が
％を占め 高齢化を反映
する結果となっている
事故原因では運転中のト
ラクターなどが道路から
田畑に転落したり 回転
部分に巻き込まれて亡く

なるなど農業機械の作業
中の事故が 件で
％ 熱中症など農業機械
・施設以外での作業中の
事故が 件で ％だっ
た
　農水省は死亡事故件数
を３年間で１割以上減ら
す目標を設定 年度予
算の概算要求で１億
万円を計上した 転倒し
たトラクターなどに運転
者が挟まれないようにす
る安全フレームの設置費
用などを助成する

月曜日年 平成 年 月 日第３種郵便物認可 　
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